
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践
　・校内研究の充実

○１年～３年は、ＣＲＴ国語の結果を全
国標準値以上にする。４年～６年は、学
期末の市販の業者テスト（国語）におい
て、結果を平均値以上にする。

・国語の授業を中心に「ことば集め」に取り組ま
せ、語彙力の向上を図る。
・スキルタイムにおいて、文字を早く正確に書く
練習や文章読み取りの方法を身に付けさせる。
・読書習慣を読む力の育成に生かすことができ
るよう、発達段階に合わせて読み聞かせや読書
記録の蓄積に取り組む。

B

・校内研究の専門部会で、全学年共通のノートを使った「ことば集め」の
取組を計画、実践している。【9月に集めた言葉の学級平均数7.1語】
・スキルタイムで視写を4回、読解問題に8回、予定通り取り組ませてい
る。
・学年ごとにチャレンジブック（おすすめの本）を作成し、一人ひとり記録
をさせている。【30冊中15冊以上を読んでいる児童の割合37.6％】

B

・１年～３年のＣＲＴ国語の結果は、期待値にどの学年も及ばなかった。４
年～６年の２学期末業者テスト（国語）の結果は、２学年が平均値より10ポ
イント以上高い値となった。低学年の基礎学力の定着については、次年度
への課題である。【２学期の業者テスト「読むこと」領域の期待値到達率
全学年82％以上】
・家で本を読む読書習慣が身についていると窺える児童は、昨年度より増
えているが、全体の60％に満たないため、まだ取組に課題が残る。【児童
の生活アンケート　読書の項目　昨年度比5ポイント上昇】

B

・子どもたち自身が学力の向上を実感する
よう、継続していくことが大切。
・保護者との連携が必要。
・上位の子どもたちにも目を向け、発展的な
課題に取り組ませることも必要。個人差に対
応するのは難しいだろう。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

●道徳に関するアンケートを実施し、（生
命尊重、親切・思いやり、規律の尊重、
善悪の判断等）肯定的な回答85％以上
にする。

・道徳の授業づくりの研修やQUテストの校内研
修を6月に実施する。
・毎週木曜日を道徳教育の日として、人権教育
や道徳の充実を図る。
・ふれあい道徳での授業実践を学級通信を通じ
て、家庭に知らせ連携を図る。

A

・講師を招いて、道徳の授業づくりの研修やＱＵテストの分析を実施し
た。
・毎週、計画に沿って道徳の授業を行ったり、前期に人権教室を1回開
催したりした。道徳に興味が持てるように、引き続き児童の実態に応じ
た授業を行う。【生命尊重95％　親切・思いやり93％　規律の尊重99％
善悪の判断93％】
・ふれあい道徳は、10月のフリー参観日に実施。

A

・道徳アンケートの結果、道徳が好きと回答した児童が86％であった。大
切にしていることとして肯定的な回答が、「生命尊重」96％、「親切・思いや
り」92％、「規律の尊重」96％、「善悪の判断」94％となり、目標を達成し
た。
・単元計画に沿って毎週道徳の授業をし、人権についての全校集会につ
いても２回実施することができた。
・今後は、ふれあい道徳だけでなく日頃の授業での目的や内容について
も、学級だよりなどを通じて保護者に継続的に伝えていく。

B

・学校と保護者間で連携を取り、手本を示
す。
・全校的な取組により、セルフエスティーム
の向上が伝わる。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ問題には、必ず、管理職を交え
た組織で対応し、今年度発生したいじめ
問題は、未解消件数を０（ゼロ）にする。

・毎月実施するアンケートで、児童の気になる言
動や様子を把握し、連携会議において職員間で
共通理解を図る。
・認知した事案については、指導や謝罪が済ん
だ後、複数の職員で一定期間（３カ月以上）見守
り、解消させる。

B

・いじめ対応のための職員研修を行い、早期対応に向け職員の資質向
上を図った。
・連携会議やアンケートの結果から出された情報をもとに、指導事項を
視覚化し、徹底をはかった。
・１学期に認知した案件についてはすべて解消している。

A

・各クラスでの指導事項や保護者への注意喚起等を文章や写真で視覚化
し、職員間での徹底を図った。【指導実施率100％】
・いじめ事案や問題行動に対しては、複数の教員で解決にあたり、管理職
を含めて共通理解を図ることで早期に対応策をとることができた。 B

・いじめの原因（きっかけ）となっている言葉
づかいは、家庭の問題である部分が大き
い。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童８０％以
上にする。
●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童８０％以
上にする。

・年間を通して、教師が全校児童の良いところを
見つけて、「きらり賞」として放送で紹介し、自己
肯定感を高める。。
・将来の夢やそのための手立てを書いたカード
を常時学年掲示板に掲示し、毎月第４木曜日に
自己評価をする機会を設ける。

A

・毎週金曜日に、児童のよいところや頑張ったことを放送で紹介し
た。【先生はあなたのよいところを認めてくれていると思うと回答し
た割合92.5％】
・毎月最終木曜日に、「わたしのゆめカード」に色をぬらせて、頑
張ったことをふり返らせた。【将来の夢や目標を持っている94.2％】

A

・「南っ子の合言葉」をもとに、全職員で全校児童のよいところや頑張った
ことをみつけている。毎週金曜日には放送で紹介し称賛している。放送を
楽しみにしている児童も多く、自己肯定感の高まりにつながっている。【よ
いことをしたり、がんばったりしたとき、先生は褒めてくれると回答した割合
90.1％】
・毎月最終木曜日に「わたしのゆめカード」に色をぬらせて、夢とそのため
に自分が頑張ったいることをふり返らせた。【将来の夢や目標を持ってい
る:86.9％】

A

・自己肯定感を高める取り組みがなされて
いるので、今後も継続を。
・保護者の意識が、子へ大きくかかわってく
るので、学校だけではとても大変である。

○不登校の未然防止 ○「学校がとても楽しい」「学校が楽し
い」と思うことができる児童を80％以上
にする。

・にこにこアンケートを毎月実施し、児童の実態
を把握する。その上で、児童への聞き取りを行
い、適宜、家庭やSC等との連携を図る。
・SCによる授業を全学年で実施する。 B

・毎月実施しているアンケートの結果では,95％の児童が「学校がとても
楽しい」「楽しい」と回答していた。
・6学年中3学年でSCによる授業を実施した。残り3学年でもすでに授業
の計画を立てている。 B

・毎月実施しているアンケートの結果では,95％の児童が「学校がとても楽
しい」「楽しい」と回答していた。
・１月末現在、２・３・５・６年生でスクールカウンセラーによる授業（相手の
立場に立って考えること、パーソナルスペース等）を実施した。１・４年は２
月に実施予定。

C

・全校児童数のうち30日以上の欠席者及び
30日に近い欠席者の占める割合が高い。具
体的な手立てを講じるべき。
・家庭訪問を実施し、担任とのつながりをつ
くる。

●「運動習慣の改善や定着化」 ●授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で210分以上の児童生徒
75％以上にする。

・体育委員会に企画させ、定期的に休み時間を
つかって外遊びを進める活動に取り組ませる。
・学期に一度アンケートを実施し、児童の運動習
慣についての実態を把握する。その上で、学級
だよりや懇談会等で保護者にも周知を行い、児
童の運動習慣について見直すことを促す。

B

・全校で佐賀県スポーツチャレンジ（八の字跳び）に取り組んだ。練習期
間を設定したことで、縦割り班ごとに休み時間に外に出て活動する児童
が多く見られた。
・生活振り返り週間後のアンケートでは、授業以外で運動やスポーツを
行う時間が１週間で210分以上の児童生徒が60.4%だった。

B

・生活振り返り週間後のアンケートでは、２学期開始時期と比較して運動
やスポーツをしている児童が6ポイント増えている。今後も年間を通して定
期的にアンケートを取り、結果を知らせることで運動習慣の定着化を目指
していく。【授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間で210分以上の
児童：66.4%】

C

・季節ごとに子どもたちが好きそうなスポー
ツに取り組ませ、すべての子どもたちが楽し
んでくれるとよい。
・子どもたちが興味をもつような体力づくり
（ゲーム）を取り入れられないか。

○「望ましい生活習慣の形成」 ○「早寝・早起き・朝ごはん」「８時登校」
ができる児童を,90％以上

・「生活振り返り週間」において,重点取り組みの
中に「早寝・早起き・朝ごはん」と「８時登校」を設
定する。また,アンケート結果を学級だよりや懇談
会で活用し,家庭との連携により,児童に望ましい
生活習慣の形成を促す。

B

・「生活振り返り週間」で、「早寝・早起き・朝ごはん」ができている児童
は、93％。「８時登校」ができている児童は88％であった。今後も通信や
懇談会を通じて、保護者への呼びかけを行う。 B

・生活振り返り週間の期間中、「早寝・早起き・朝ごはん」ができている児
童は88.1％、「８時登校」ができている児童は69.0％であった。保護者アン
ケートでも、これらに取り組めていないと回答した割合が8.5％あり、保護
者の理解と協力が欠かせないことから、今後も通信や懇談会を通じて保
護者への呼びかけを行う必要がある。

B
・保護者の協力をどのようにして得るか。
・健康だからこそ、登校してくる子どもたちは
元気よくあいさつをしてくれている。

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限（月45時間以内）を遵守す
る。

・職員が、出勤後にその日の帰宅時刻を設定
し、計画的に業務に取り組む。
・毎週金曜日の定時退勤日や学期末特別校時
を設ける。 C

・帰宅時間の設定については、ほとんどの職員が習慣化できており、1カ
月で45時間以内を意識することができている。【一人当たり平均31:52】
・定時退勤達成日は57.7％である。定時退勤できたかを定期的にふり返
らせ、達成日の増加につなげたい。 B

・上限時間を超えないように、計画的に業務に取り組んでいると回答した
職員は66.7％ほどであったが、時間外在校等時間の平均は、45時間を大
幅に下回っている。【一人当たり平均32:40】
・定時退勤ができていると回答した職員は58.3％であり、意識はしているも
のの、放課後の保護者対応等で対応できないケースがあった。

A
・管理職やリーダーとなる職員の努力のた
まもの。若い先生方に率先垂範されている
のだろう。

○教職員の負担感の軽減 ○学校評価及びストレスチェックなどの
アンケートで、「積極的な協力体制がで
きている」「働きやすい職場の雰囲気が
ある」について肯定的な回答を90%以上
にする。

・３部会（生活、心つくり、体つくり）の中で、部長
を中心として協力体制を確立させる。
・生活指導、教育相談に係る諸問題の解決に、
チームで取り組み、負担感の軽減を図る。 B

・全職員がストレスチェックを実施。その項目の中でも特に、「積極的な
協力体制ができている」「働きやすい職場の雰囲気がある」について肯
定的な回答が全国平均を超えていた。
・部会長のリーダーシップのもと、助け合いながらそれぞれの部会の仕
事をこなしていた。

B

・３部会のほか生活指導や教育相談に関しても担当主任を中心として、
チーム（複数）で対応することができた。【積極的な協力体制ができている
と回答した割合：92.8％】
・職員間でコミュニケーションを図る機会や時間が十分に確保できなかっ
たので、業務時間内に工夫して設定する必要がある。【働きやすい職場の
雰囲気がある：肯定的な回答71.4％】

A

・「やりがい」や「働きやすさ」が回答から見ら
れ、チームワークのよさを感じる。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育

○特別支援教育の更なる推進 ○学校評価（保護者アンケート）で、特別支
援教育の取組に対する保護者の理解度を
85%以上にする。
○外部講師を招聘し、支援を要する児童へ
の理解、指導及び支援の在り方並びに環境
づくり等について研修会を1回以上行う。

・入学式やPTA総会、月に1回発行する特別支
援教育に関する通信等で保護者や地域への啓
発を図る。
・「校内支援会議」で、全職員の共通理解を図
り、指導・支援を行う。
・保護者や関係機関と連携しながら就学支援へ
とつなげていく。

B

・夏休みに講師招聘による職員研修を実施し、子どもへの寄り添
い方、教室環境の整え方等を学ぶことができた。
・毎月特別支援教育だよりを発行し、各月でテーマを決めて保護
者へ特別支援への啓発を図っている。
・特に通級教室と情報交換をし、次年度へ向けて連携に努めてい
る。

A

・保護者への啓発を目的に、毎月、特別支援教育だよりを発行した。【保
護者アンケートでの特別支援教育について理解を示した割合96.6％】
・「校内支援会議」や「校内研修」を行ったことで、職員の特別支援教育に
ついての意識が向上し、指導や支援に生かされた。【共通理解したことを
日々の実践に生かしている：ＡＢ：100％】
・特別支援学級の授業体験や保護者とケース会をもちながら、入級へつ
なげた。

A

・まずは教職員間で情報の共有をしっかり
行うこと。
・地域間での特別支援教育についての差を
感じることから、お便りでの地域への発信
は、大変嬉しく感じる。

○教職員の資質向上

○教職員の資質向上 ○服務規律違反を０（ゼロ）にする。
○職員アンケートにおいて、「指導方法
の改善に努めている」と回答した割合を
90%以上にする。

・服務規律、教職員としてのマナー等について講
師を招聘し、研修会を行う。
・月に１回「ゼロの日」の取組。
・研究授業を核として、日々の授業の充実を図
る。

B

・6月に職員の交通加害事故が１件あり、より一層毎月の「ゼロの日」の
指導や夏季休業中の服務研修に力を入れて取り組んだ。
・講師招へいをした研究授業を含め６学級で研究授業を実施している。
そのうち３授業については、事前と事後に研究会をもち、学習指導の力
量アップを図っている。

A

・「ゼロの日」の指導を年間通して実施し、下期は交通事故０件であった。
【服務規律について守ろうと意識することができた割合：100％】
・特別支援学級を含めた全担任が研究授業を実施し、研鑽を積むことが
できた。川副校区の小中連携についての取組の中で、他校の先生方の授
業を参観して分析するようにした。【指導方法の改善に努めている肯定的
な回答の割合：100％】

A

・大人としての心構えが備わっていれば、問
題なし。
・学校に来るたびに、先生方のがんばってい
る姿を感じる。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力向上については、全国学習状況調査や佐賀県調査において、平均水準に並び越えることを目標とし、校内研究による授業改善を柱として基礎学力の定着を徹底・継続する。
・特別支援教育においては、児童一人一人の課題の改善と将来的な自立に向けて、自立活動の計画や個別の指導計画の作成等を行い支援に活かす。困り感を持った児童を早期に発見し、手立てを講じるためにも、専門機関との連携を図る。
・不登校児童や不登校傾向の児童への対応を中心に、積極的に校内でのケース会議を開いたり関係機関と連携するなどチームでの対応を行う。また、毎月実施の生活アンケートや教育相談週間等を通して、未然防止及び早期発見にも努める。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上については、佐賀県調査において県の水準に並び越えることを目標とし、校内研究による授業改善を柱として基礎学力の定着を徹底・継続する。

・特別支援学級が増えることから、児童一人一人の課題の改善と将来的な自立に向けて、自立活動の計画や個別の指導計画の作成等を行う。困り感を持った児童を早期に発見し、手立てを講じるためにも、特別支援教育についての保護者や地域の理解は必要不可欠である。

・長期にわたる不登校児童への対応を中心に、校内でのケース会議や必要に応じて関係機関と連携したチームでの対応を行う。また、にこにこアンケートや教育相談週間等を通して、未然防止にも努める。

２　学校教育目標
自分を磨く子どもの育成

　～　自ら学び　心豊かに　たくましく生きる南っ子　～

３　本年度の重点目標

・確かな学力を磨く　　　　　　（①主体的・対話的で深い学びへ　②指導力の向上　③時代が求める課題への対応）

・豊かで多様な感性を磨く　　　（①豊かな心と多面的考え方の育成　②特別支援教育の充実　③特別活動）

・健やかでたくましい心身を磨く（①健やかな体とたくましい心づくり　②安全・防災教育　③生徒指導・児童理解）

学校名 佐賀市立南川副小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

中間評価 最終評価 学校関係者評価


